
★青森県十和田市とあいサポート運動
連携協定を締結しました★

お知らせ

令和７年１０月２２日に、青森県十和田市と
「あいサポート運動連携協定」を締結しました！
※青森県内は三沢市（R7.3.21協定締結）に次いで2市目

十和田市加入により、連携協定自治体は
８県１９市６町になりました。

全国に新しい仲間が
どんどん増えてきています！

協定締結式（オンライン）の様子 ⇒

  全国高校生手話パフォーマンス甲子園 協賛のお願い

“手話の聖地”鳥取県では、全国の高校生がきこえない・きこえるに関係なく、
手話言語を使った演劇・ダンスなどの熱いパフォーマンスを繰り広げる大会
を毎年開催！

第13回大会では、手話を学び、大会出場を目指して挑戦する
高校生たちを応援し、地元から大会を盛り上げていただける
協賛企業・団体様を募集します！

公式HP 公式YouTube協賛概要

協賛の受付は4月から開始します。
詳細は以下の公式ホームページ等を
ご覧ください。

【お問合せ】
手話パフォーマンス甲子園実行委員会事務局（鳥取県 障がい福祉課内）
電話 0857-26-7６８2 FAX 0857-26-8136 電子メール s-koushien@pref.tottori.lg.jp
（土日、祝祭日を除き午前８時３０分から午後５時１５分まで）

● あいサポート通信 ●
～ あいサポート企業・団体の皆さまへ、あいサポーターの活動やボランティア募集、障がい福祉に関する情報をお届けします ～
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 あいサポーター、あいサポート企業・団体の現況
令和７年12月末現在

新たに下記企業・団体が“あいサポート企業・団体”に認定されました！
（令和7年10月１日～令和８年1月末現在）

学校法人松柏学院 倉吉北高等学校、株式会社 ホシトリンク、健康エキス株式会社、
米子城山ライオンズクラブ、有限会社 谷本工業、大山電気 株式会社、株式会社 彩々、
株式会社グリニッチ代官山店、株式会社グリニッチ米子店、株式会社都市建設、株式会社ワー
パス（わーぱす）、オグラ建設株式会社、オグラ建材運輸株式会社、中海工業株式会社、智頭
町立ちづ保育園、公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会、社会福祉法人ウイズユー、
株式会社わかば、株式会社エバークリーン、学校法人米子永島学園 米子松蔭高等学校

◆ あいサポーター：７３４，００４人◆
鳥取県 96,346人、島根県 78,770人、広島県 262,900人、長野県 77,383人、奈良県 31,483人、
埼玉県（富士見市、三芳町、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町、狭山市、川口市、和光市、
吉川市、松伏町、加須市)23,089人、山口県 42,489人、岡山県 40,230人、和歌山県 29,903人、
京都府（長岡京市、福知山市）4,755人、神奈川県（大和市) 911人、北海道（登別市、苫小牧市）
6,716人、大阪府（大阪市、和泉市)11,758人、兵庫県(西宮市)3,268人、茨城県(取手市)383人、
愛媛県 10,385人、名古屋市 9,127人、三沢市 45、十和田市 32 協力団体等4,031人

◆ あいサポート企業・団体：３,307企業・団体◆
鳥取県902、島根県 261、広島県 867、長野県 189、奈良県 98、埼玉県114、山口県 336、岡山県 
151、和歌山県 83、北海道 103、大阪府 59、京都府 62、西宮市 20、 取手市 13、 愛媛県 37、大
和市 1、名古屋市 11、三沢市 0、十和田市 0

【問合せ先】 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会   福祉振興部
〒689-0201 鳥取市伏野1729-5 県立福祉人材研修センター内

電話：0857(59)6344 FAX：0857(59)6340  Eﾒｰﾙ：aisapo＠tottori-wel.or.jp

ご紹介 障がい者が暮らしやすい社会づくり事業補助金を活用された企業を紹介します。

三朝温泉は全国屈指の薬効高い療養泉
で、３つ目の朝を迎えると病が癒えることに
由来しています。三朝温泉には様々な障が
いや病状の湯治客が全国から救いを求め
て訪れています。

当施設は、こうした方にお湯に浸かって
ゆったり過ごして欲しいと10年前にオープ
ン。世界有数のラドン泉源泉掛け流しの貸
切風呂や岩盤浴を備え、障がい等で歩行
機能等が衰えた方が館内をスムーズに移
動できるように「補助金」を利用して歩行
器と車いすを導入しました。

あいサポート企業としてのスタッフ育成に
特別に取り組んでいる訳ではありませんが、
障害の有無にかかわらず快適に過ごせる
よう、スタッフの気配りや配慮は当たり前と
いう位置付けにしています。

先日、私は転倒して右膝蓋骨を骨折し、初
めて歩行器と車いすの実体験をすることにな
りました。障がい者に配慮した環境整備に取
組んできましたが、手すりが必要な場所が多
くあること、浴室の道具類、駐車場やエントラ
ンスの整備等々、まだまだ足りない部分も見
えてきました。

この体験を通して、施設の整備はもとより心
のバリアフリーを築くことが最も大切だという
ことも理解できました。障がいのある方や重
病の方を健常者と同じように迎える何気ない
おもてなしができることが次の目標です。

湯治宿 ゆのか 様
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